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　　　　広島県　熊野町

[image: image2.emf]「男は仕事・女は家庭」という考え方があります。

このことについて、あなたはどう思いますか
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　　　　　　　わたしたちは、祖先から受け継いだ伝統と高原の美しい自然に恵まれた環境で、

　　　　　　　熊野町の歴史と文化を育んできました。

　　　　　　　そしていま「男女（とも）に描こう虹色の未来」と題し、男女が協力して一人ひとりの

　　　　　　　多彩な能力が発揮され、三世代が住みよいまち熊野町を目指し

広めよう　　　　ひと（男）と　ひと（女）が、人間として差別なく喜びも責任も分かちあえるまちづくりを

進めよう　　　　誰もが、あらゆる分野の計画に参加し、共に考え協力しあえる社会作りを

育てよう　　　　家庭や職場・地域などで、性別による不平等をなくし、自由な生き方を選べる環境を

守ろう　　　　　一人ひとりの健康と安全を守り、誰もが自由と平和を愛する世界を

　　　　　　　わたしたちはこの思いを抱き、確かな一歩を踏み出すことを誓い

　　　　　　　ここに「男女共同参画宣言都市」を宣言します

「男女共同参画宣言都市」宣言文

男女に描こう虹色の未来
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3「男女共同参画宣言都市」宣言


4ご　挨　拶


5第１章　プラン改訂にあたって


5１　プラン改訂の趣旨


5２　プランの位置づけ


5３　プランの時期


5４　プランの改訂体制


6第２章　男女共同参画をめぐる熊野町の現状


6１　人口及び世帯の状況


6（１）人口


7（２）世帯


7２　就業の状況


8３　町民の意識


12第３章　基本的な考え方


12１　基本目標


12２　基本数値目標


12３　基本的な視点


17第４章　施策の展開


17１　男女共同参画意識の確立


18（１）広報・啓発活動の充実


18（２）学校教育、生涯学習における教育や啓発活動


19２　家庭・地域における男女共同参画の推進


26（１）家庭や地域活動における意識啓発


26（２）リーダーや団体の支援、参加機会の充実


26３　女性の自立支援と人権擁護


33（１）「男女雇用機会均等法」の浸透、啓発


33（２）行政の女性職員の人材配置や登用


33（３）政策・方針決定の場への女性の参画


34（４）子育て支援、介護についての啓発


34（５）女性の人権擁護


35第５章　プランの推進


35資　料



　「男女共同参画宣言都市」宣言
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ご　挨　拶

　少子高齢化の急速な進行に伴い、社会構造が様々な面で変化する中、男女がお互いの

人権を尊重しながら責任を分かち合い、性別に関わりなく個性と能力を十分に発揮できる「男

女共同参画社会」の実現が求められています。

　本町では、男女共同参画社会実現に向けて、平成２０年２月に、平成２４年度までを期間と

する「熊野町男女共同参画プラン」を策定し推進してまいりましたが、計画期間の終了に伴い、

第５次熊野町総合計画に基づいてプランの内容を見直し、社会情勢の変化に伴う施策の

見直しや新たなニーズ等を反映させ、今後の指針となる新たな計画を策定いたしました。

　誰もが男女の区別なく、自らの希望のもとで能力や個性を十分いかし、あらゆる分野の

活動に参画していく男女共同参画社会の実現に向けては、本プランを指針として、行政だ

けにとどまらず、地域社会や事業所等において、町民一人一人が取り組んでいくことが重

要です。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

　

最後に、本プランの改訂に当たり、貴重なご意見をいただきました熊野町男女共同参画

プラン改訂委員会の皆様や、アンケート調査にご協力いただいた町民の皆さまに心から

御礼[image: image7.emf]年齢３区分人口比率の推移
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申し上げます。

平成２５年３月

　　　　　　　　　　　　　　　熊野町長　　三　村　裕　史

第１章　プラン改訂にあたって

　１　プラン改訂の趣旨　　

　　熊野町は、平成２３年度、第５次総合計画を策定し、「ひと　まち　育む　筆の都　熊野」という

将来像を目指しています。基本目標である「こころもからだも健やかな『ひと』を育む熊野」「暮らしやすく、元気な『まち』を育む熊野」は、ともに男女共同参画の基盤といえます。

　　人間らしい豊かな生活は、働くことと家庭生活・地域生活をバランスよく営むことにより可能となります。そのためには、性別役割分担意識にとらわれることなく、女性も男性も夢と輝きを持っていきいきと暮らせる男女共同参画社会の実現が欠かせません。男女が人間として一人一人自立し、互いにその人権を尊重し、喜びも責任も分かち合い、性別に関わりなくその個人の能力を充分に発揮できる男女共同参画社会の実現をめざして努力していくことが必要なのです。

　　わが国では、平成１１（１９９９）年６月に「男女共同参画社会基本法」が施行され、これに基づく「男女共同参画基本計画」が平成１２（２０００）年１２月に、さらに第２次計画を経て第３次の「男女共同参画基本計画」が平成２２（２０１０）年１２月に閣議決定されました。

　　広島県においては、平成１３（２００１）年１２月に「広島県男女共同参画推進条例」を制定し、これに基づく「広島県男女共同参画基本計画」が平成１５（２００３）年２月に、さらに「広島県男女共同参画基本計画（第３次）」が平成２３（２０１１）年３月に策定され、男女共同参画社会の実現に向けた施策が展開されています。

　　このような状況を踏まえ、熊野町では町としてめざす姿の実現に向け、平成２０（２００８）年２月には「熊野町男女共同参画プラン」を策定、さらに同年１２月には「男女共同参画宣言都市」を宣言し、男女共同参画のまちづくりを総合的・計画的に進めてまいりました。今回、プランの終期を迎えて、全庁的に進捗状況を検証して施策の点検を実施し、プランの改訂を行ったものです。

　２　プランの位置づけ　　

　このプランは、男女共同参画社会基本法第１４条第３項に規定される「市町村男女共同参画計画」です。プランの策定・改訂にあたっては、国の「男女共同参画基本計画（第３次）」、県の「広島県男女共同参画基本計画（第３次）」を踏まえると共に、「第５次熊野町総合基本計画」をはじめとする町の関連計画との整合性を図っています。

　３　プランの時期　　　　

平成２５年４月から、第５次熊野町総合計画に従い必要に応じて改訂していくこととします。

第５次総合計画は、平成２３～平成３２年度（２０１１～２０２０）です。

　４　プランの改訂体制

　平成２０年度から平成２４度を期間とする「熊野町男女共同参画プラン」が終了することをうけ、平

成２４年６月に「熊野町男女共同参画プラン改訂委員会」（巻末に名簿掲載）を立ち上げました。改訂

委員会では、アンケート方式による住民意識調査等を前回と同規模で行い、プラン改訂に向けた現状と

課題を検討し、「改訂　熊野町男女共同参画プラン」原案へのご意見をいただきました。

　　これと併行し、平成２３年度秋及び平成２４年度秋の２回にわたり、庁内各部署が現行プラン各施

策の進捗状況を踏まえながら検討を重ね、今後実現していくべき施策をまとめました。

〈アンケート調査の実施概要〉　　
	実施時期
	平成２４年７月１日～平成２４年７月３１日

	配布対象
	熊野町内事業所従業員、公民館・体育館の利用者、幼稚園・保育所・小学校・中学校の児童・生徒の保護者

	回答総数
	１，７８３枚（うち男性　３３７名　女性１，４４６名）


　第２章　男女共同参画をめぐる熊野町の現状

　１　人口及び世帯の状況

（１）人口　

平成１２（２０００）年に一時的に増加した熊野町の人口ですが、平成１７（２００５）年には、減少に転じ、平成２２（２０１０）年にはさらに減少の傾向にあります。

[image: image8.emf]平成20（2008）年12月20日

 　　　広島県　　熊野町

年齢３区分人口の比率を見ると、平成２（１９９０）年から平成２２（２０１０）年の間に１５歳未満の年少人口が４．９ポイント、１５～６４歳の生産年齢人口が１１．０ポイント減少しているのに対し、老齢人口は１５．９ポイント増加しており、少子高齢化が進んでいます。

[image: image9.emf]女性が仕事を持ったり、また持ち続けていく上で大きな障害となっているのは、

どのようなことだと思いますか
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（２）家族の理解や協力が得にくい

（３）職場の労働条件（育児休業制度・介

護休業制度等）が整っていない

（４）職場が女性に責任ある仕事をまかせな

い

（５）職場が結婚・出産した女性を嫌う傾

向がある

（６）男性に比べて賃金も低く、職種も限ら

れている
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ている
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世帯総数に占める割合（単位：世帯、％）
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（２）世帯　

平成２２（２０１０）年の世帯の状況をみると、世帯総数に占める単独世帯（ひとり暮らし）の割合が２９．８％となっています。また、未婚の２０歳未満の子どもと親で構成される母子家庭・父子家庭の割合が合わせて２．２％となっています。

[image: image11.emf]区分 熊野町 広島県

１５歳以上人口 21,085 2,441,696

就業者総数 11,298 1,343,318

就業率 53.6% 55.0%

１５歳以上人口 10,068 1,164,690

就業者数 6,378 762,778

就業率 63.3% 65.5%

就業者総数に占める率 56.5% 56.8%

１５歳以上人口 11,017 1,277,006

就業者数 4,920 580,540

就業率 44.7% 45.5%

就業者総数に占める率 43.5% 43.2%
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■　世帯の状況
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２　就業の状況　

　熊野町の就業率は、平成２２（２０１０）年では男性６３．３％、女性４４．７％となっています。

広島県の就業率と比較すると、男性で２．２ポイント、女性で０．８ポイント低くなっています。また、

就業者総数のうち、５６．５％が男性、４３．５％が女性となっています。

　■　就業者数と就業率

[image: image13.emf]あなたの地域では次のようなことがありますか
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はい いいえ どちらでもない 無回答

（１）地域の会合（冠婚葬祭含む）へ

の出席は男性が多い

（２）地域の役員はほとんど男性である

（３）地域の中で女性が発言すると嫌われる

（４）会合の席順は男性が上席である

（５）会合のとき男性は会議、女性は接待

と役割が分けられている

（６）女児より男児の出生が喜ばれる

（７）地域の作業の参加は女性より男

性の評価が高い

（８）地域の福祉活動に男性参加が少ない


[image: image14.emf]職業（自営業・パートなども含む）についておられる方におたずねします。

あなたの職場では、次のどのようなことがありますか。
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（１）男性に比べ女性の採用が少ない

（２）同期、同年齢で入社した男性と女

性との間に賃金や昇給の差がある

（３）男性に比べて女性の昇進が遅

い、または昇進は望めない

（４）教育・訓練の内容で男女の差がある、または

女性に訓練の機会が与えられていない

（５）セクシャルハラスメント（性的いやがらせ）

がある

（６）女性が結婚や出産を機に退職する慣習が

ある、または女性が居づらい雰囲気がある

（７）女性が長く就労することを歓迎しない雰囲気

がある

（８）女性が就けないポストや職種、また

は女性だけの部署がある

（９）女性のみにコピー・お茶くみ・掃除などが期待

される

（１０）短期契約（１年更新の嘱託契約など）

等女性に不安定な雇用形態がある

（１１）職場の雰囲気で育児休暇・介護休暇が取

りにくい

（１２）企画会議などの意思決定の場に

女性が参加できない雰囲気がある

（１３）女性は補助的な仕事しかさせてもらえない

（１４）特に男女差別はない

（１５）その他


　　

女性の就業率を年齢階級別にみると、２０歳代前半と４０歳代後半でピークを迎えるM字型曲線

を示しています。

　　広島県の就業率と比較すると、２０歳から５９歳までの間の年代で熊野町の就業率が広島県の就業

率をほぼ上回っています。

[image: image15.emf]あなたの家庭では、家事をどのように分担していますか
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ほとんど妻がする 妻が主で夫が協力 妻と夫と同じくらい 夫が主で妻が協力

ほとんど夫がする その他 無回答

（１）炊事

（２）配膳や後片付け

（３）洗濯

（４）掃除

（５）主な家計収入負担

（６）食料品等の買い物

（７）子供の教育、しつけ

（８）乳幼児の世話

（９）会合への出席

（

PTA,子ども会、自治会など

）

（１０）病人や高齢者の介護

　■　女性の年齢階級別就業率　（資料：平成２２（２０１０）年国勢調査）

　３　町民の意識　

前回の平成１８年度実施アンケート以降の町民意識を知るために、平成２４年度にもアンケート調査を行いました。前回と比較するため、また新たな男女共同参画の動向に応じて、数問の新規項目を加えた、ほぼ同様の内容と規模としました。

まず、「『男女共同参画社会』という言葉の意味をご存知ですか」という問いです。前プランでは、「言葉も意味も知っている」を４６％とすることを基本数値目標の一つとしていました。今回、この数値は３０％と、目標には達しませんでした。しかし、前回よりも６．６％上がっただけでなく、「言葉だけ知っている」も合わせると前回の５３．２％に対して６４％と、１０．８％のアップを示しています。「全く知らない」層も３６％あるものの、これも前回よりも１０％マイナスとなっています。

　これらのことから、町全体での「男女共同参画」の認知度は、確実に上がってきているといえます。

[image: image16.emf]夫婦間暴力（ＤＶ＝ドメスティックバイオレンス）について

身近に見聞きしたことがありますか
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夫婦間暴力（ＤＶ）について見聞

きしたことはない

身近に夫婦間暴力（ＤＶ）を受けた当事者

がいる

夫婦間暴力（ＤＶ）について身近な人か

ら相談を受けたことがある

自分が直接経験している

空欄


次に「『男は仕事・女は家庭』という考え方について、どう思いますか」という問いです。前回に比べて、「同感する」「同感しない」ともに減っており、「どちらともいえない」が増えています。同感する人は余り変わらないのですが、「同感しない」と明確に表現する人は６．６％減っているという現状です。全体的に、あまり変化は見られません。

　　　

[image: image17.emf]一般的に、国内においては行政の審議会、委員等への女性委員の登用率は、

男性より少ないですが、それはどうしてだと思いますか
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（１）行政に関心のある女性が少ないから

（２）女性が行政に関わることに対す

る世間の抵抗が強いから

（３）女性が行政に向かないと一般

的に思われているから

（４）家事や育児に支障をきたすので

行政的活動に関われないから

（５）社会的地位が低いため認めら

れる機会が少ないから

（６）行政が女性を登用しようとす

る意思が低いから

（７）能力のある女性が少ないから

（８）その他

（１０）空欄


　「さまざまな場面で、男女平等がどの程度実現されていると思いますか」。

この問いも現行プランの３つの基本数値目標の一つです。７項目それぞれで前回調査よりも１０％以上の増加を目標としていました。

（１）　家庭生活では、「平等である」「ある程度平等である」を合わせると５２．３％。前回の４７．９％よりも４．４％上昇し、半数を超えました。

（２）　学校教育では、同じく前回６３．８％に対して今回６６．７％と、２．９％ですが上昇しています。しかし、学校という教育機関に対する数字として、７割に達していないというのは課題が大きいと思われます。教育内容だけでなく、情報発信も期待したいところです。

（３）　職場では、前回３５．８％に対して今回４３．３％で、７．５％の上昇です。それでも、５０％を超えていませんし、男女の差も大きい項目です。

（４）　地域社会では、前回の２８．３％から今回は３２．４％と、４．１％の上昇とはいえ、「平等でない」合計は４２．２％、１０ポイントの差があります。地域社会はまさに住民が作っている社会ですから、自身の変革により変えていける意識です。

（５）　法律や制度上では前回３１．０％、今回３４．８％で、３．８％上昇しました。しかし、「あまり平等でない」「平等でない」は３９．８％とそれを上回っています。法律や制度での男女不平等を感じる人が４０％もあるという状況は深刻な問題です。また、男性の肯定に対し女性が低く、男女差の最も大きい項目でもあります。

（６）　政治の場での平等は、前回は２２．４％とかなり低調でした。しかし、今回は２０．３％と、さらに２．１％下降してしまいました。全項目中、唯一、低下した項目となりました。前回アンケートの時期、熊野町の女性議員の状況は２０人中２人。現在は１６人中２人で、割合としては上がっていますが、住民の感覚としては、平等からは遠いと思われます。

（７）　社会通念、しきたりの項目は、前回今回とも７項目中、群を抜いて低い数値となっています。それでも、前回の１０．２％から今回は１１．２％と、わずか１％ながら上昇はしています。前項の「政治の場」とともに、大きな課題となる項目です。

このように、「各項目で１０．０％以上増加」という目標に対して、達成した項目はありませんでした。最高は「職場」の７．５％で健闘しましたが、最低は「政治の場」で２．５％のマイナスを示してしまうなど振るわず、大きな課題として提示される結果となりました。目標が達成できなかったことを真摯に受け止め、継続して努力していかなくてはなりません。

[image: image18.emf]男女が共に協力し合い、より良い社会を築いていくためには、

今後どのようなことが必要だと思われますか
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（１）男女の役割分担についての社会通

念や慣習を改善する

（２）人権尊重の考え方へと意識改革をはかる

（３）男女の平等についてお互い理解し協力する

（４）就職・昇進・賃金など職業上の不平等を無くす

（５）子どもの時から男女平等を教育する

（６）男女が共に自立する

（７）国や地方自治体等が女性の地位向

上のための条件を整備する

（８）男女が共に政策や方針決定の場に参画する

（９）その他

（１０）空欄


第３章　基本的な考え方

　１　基本目標　　

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とも),男女)に描こう　虹色の未来」

　　　「男女共同参画都市宣言」のタイトルを継続して基本目標として掲げます。

２　基本数値目標　　

　　　次項に述べる３つの基本的な視点それぞれに即して目標設定します。

（１）　男女共同参画意識の確立

男女共同参画意識醸成のための広報及び講座等の実施　　　　　１００％

（２）　家庭・地域における男女共同参画の推進

「男女共同参画」という言葉とその意味を知っている人の割合　４０％以上

（3） 女性の自立支援と人権の擁護

審議会委員等のうち女性委員の占める割合　　　　　　　　　　３５％以上

３　基本的な視点　

基本目標の達成に向け、次の３つの視点から施策を推進します。

（１）　男女共同参画意識の確立

（２）　家庭・地域における男女共同参画の推進

（３）　女性の自立支援と人権の擁護
　

４　施策の体系　

　　　　

１　男女共同参画意識の確立　　　
	方向
	内容
	担当

	（１）男女共同参画意識の浸透を図るため、広報・啓発活動の充実を図ります。
	①　男女共同参画に関する法律・制度等や男女共同参画社会の形成に向けた各団体・機関の取組等を、関係団体・機関と連携しながら町広報や講演会等の開催を通じわかりやすく周知するよう努めます。

②　特に、男女共同参画社会を形成することの男性にとっての意義と責任や、男性の地域・家庭における活動の促進を重視した広報・啓発を進めます。

③　男女共同参画を進めるための環境整備について、住民や企業等にとってわかりやすいガイドラインを作成することを検討します。

④　町刊行物の制作にあたっては、人権や男女共同参画の視点を踏まえた表記を徹底します。

⑤　男女共同参画に関するあらゆる情報や資料の収集に努めます。
	総務課

生涯学習課

	方向
	内容
	担当

	（２）学校教育、生涯学習における男女共同参画の理念に基づいた教育や啓発活動を推進します。
	乳幼児期からの学習の推進

1 保育所（園）幼稚園において、男女が特性を認め合い、人間として平等に接する男女平等教育と、そのための環境整備を進めます。

2 保護者に男女参画教育の促進と育児環境への配慮を働きかけます。

学校教育における意識醸成と環境整備
3 学校教育においては、様々な場で、男女の固定的な役割分担意識が形成されることのないよう指導を行います。

4 教職員が男女共同参画の理念を理解し、意識を高めることができるよう、研修等への参加を促進します。

5 ＰＴＡ活動における男女共同参画を推進します。

社会教育の推進

6 男女共同参画への理解を深める多様な学習機会を提供します。

7 特に、高齢者には固定的な役割分担意識が比較的強く残っている傾向があり、そのことが家事・育児・介護等に大きな影響を持つことから、各種広報媒体や高齢者の社会活動の機会等を捉え、男女共同参画意識を醸成する啓発活動に努めます。

8 国際社会の動向への理解を深めるための学習機会を充実します。

生涯学習の推進
9 多様な分野について、誰もがどこでも、また生涯のいつでも学ぶことができる環境づくりを進めます。

10 特に、妊娠・出産等を経た女性の再就職等を視野に入れ、女性をエンパワーメントする学習の機会や情報の提供の充実に努めます。

11 男女共同参画社会をコンセプトにした学習講座を開催します。

進路･就職指導の充実

⑫  小・中学校におけるキャリア教育の充実を図ります。
	福祉課

学校教育課生涯学習課
[image: image19.emf]育児や介護などにより一度職を離れた女性の再就職のために

どのようなことが必要だと思いますか

 

34.4%

 

33.7%

 

37.4%

 

1.6%

 

1.3%

 

2.7%

 

26.8%

 

25.9%

 

30.6%

 

70.3%

 

72.4%

 

61.1%

 

39.7%

 

37.1%

 

50.4%

 

38.1%

 

38.3%

 

37.4%

 

33.2%

 

34.6%

 

27.0%

 

56.0%

 

56.6%

 

53.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

計

女性

男性

計

女性

男性

計

女性

男性

計

女性

男性

計

女性

男性

計

女性

男性

計

女性

男性

計

女性

男性

（１）就職活動の情報提供

（２）スキルアップのための職業訓練

（３）再就職活動を支援する講座

（４）企業に対する意識啓発

（５）保育・介護サービス等の充実

（６）社会一般（家族）の意識啓発

（７）その他

（８）空欄




２　家庭・地域における男女共同参画の推進

	方向
	内容
	担当

	（１）家庭や地域活動における男女共同責任と参画についての意識啓発に努めます。
	　

①　仕事と家庭の両立に関する意識啓発や、男女の働き方の見直し、固定的な役割分担意識の見直しを進めるための意識啓発を進めます。

②　家庭内における男女の固定的な役割分担意識の解消に向けた啓発を行います。

③　男性の家事・育児・介護の技術の習得に向けた教室等の開催に努めます。

4 地域社会における各種ボランティア活動、消費者活動、環境保全活動、防災活動、まちづくり活動、自治会活動等において、男女がともに参加しやすい条件を整え、性別によって取り組みが片寄ることなく、あらゆる活動が「地域全体」で進められるよう働きかけます。


	生涯学習課商工観光課

	方向
	内容
	担当

	（２）女性リーダーや女性団体の育成を支援し、女性の自主的活動の活発化や参加機会の充実を図ります。
	①　男女共同参画社会の形成に向けて自主的・主体的な活動をする団体等に対する支援に努めます。

②　町民の国際交流活動や平和活動への支援に努めます。

③　個人情報保護に留意しながら女性の人材に関する情報の収集・提供に努めます。
	生涯学習課商工観光課


３　女性の自立支援と人権の擁護

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	方向
	内容
	担当

	（１）「男女雇用機会均等法」の浸透や女性の職場環境の充実などの啓発に努めます。
	1 あらゆる機会を通じて、企業や各種機関・団体等に企画・立案や方針決定の場や指導的立場への女性の登用について協力を要請すると共に、社会的機運の醸成を図ります。

2 特に事業主を対象として、男女雇用機会均等法等の関係法令や制度の周知に努めます。

3 女性の積極的登用を図るため、幅広い職務経験機会の付与や教育訓練の実施など積極的改善措置（ポジティブ･アクション）に関する情報提供や啓発に努めます。

4 労働基準法や男女雇用機会均等法に基づく女性労働者の母性保護及び母性健康管理について、関係機関と連携しながら周知徹底に努めます。

5 出産・育児等の理由で退職した女性の再就職を支援するため、再就職セミナー等の周知をはじめとして、就業に関する相談・情報提供などの充実を図ります。

6 女性の再就職の機会確保のため、事業主に対する再雇用制度の普及・啓発を行うと共に、その活用を促進します。

7 パートタイム労働法や労働者派遣法の普及啓発に努めます。

8 企業に対して完全週休２日制の普及促進、フレックスタイム制の導入、子育て期間限定の労働時間短縮制など、弾力的な勤務形態の導入を働きかけます。

9 短時間勤務や隔日勤務など、働き方の選択肢を広げる「多様就業型ワークシェアリング」への取組を促進します。

10 女性の起業や経営活動への参画に向けた取組を支援します。

11 方針の立案及び決定過程へ女性の参画が進むよう啓発に努めます。

12 女性が家族従業者として果たしている役割が正当に評価されるよう啓発に努めます。

13 家族経営協定の普及に努めます。

14 仕事と子育ての両立支援に積極的な事務所（均等推進企業、ファミリーフレンドリー企業）について、イメージアップの支援を行うなどの奨励方法を検討します。
	商工観光課総務課

生涯学習課健康課


	方向
	内容
	担当

	（２）行政の女性職員について、適正な人材配置や積極的な人材登用に努めます。
	①　町職員への男女のバランスのとれた採用に努めます。

②　女性の職域の拡大、能力開発、管理職への積極的な登用に努めます。
	総務課


	方向
	内容
	担当

	（３）審議会や協議会など、多様な分野における政策・方針決定の場への女性の参画を拡充・促進します。
	1 審議会等委員選出の対象となりやすい民間団体に、女性の役員職への登用を働きかけます。

2 幅広い専門分野や受益者・消費者等の立場からの委員登用を検討し、女性委員の割合を高めるよう努めます。


	総務課

	方向
	内容
	担当

	（４）地域における子育て支援体制の強化を図るとともに、介護保険の有効活用や介護の固定的な分担意識の払拭などの啓発を充実します。
	1 育児休業制度・介護休業制度の周知を図ると共に、制度を利用しやすい環境づくりについて協力を求めていきます。

2 特別保育事業・一時保育事業・病後児保育事業・特定保育事業・障害児保育事業等の保育サービスを提供するほか、保育の質の向上、施設設備、幼児教育の充実に努めます。

3 子育て支援センターや、子育てに関する情報提供・相談体制の充実、子育て費用の軽減等の子育て支援事業の充実に努めます。

4 ひとり親家庭等への経済的支援を推進し、また地域の住民団体による支援を促進するなど、保護者が安心して就労できる環境づくりに努めます。

5 ひとり親家庭の保護者の職業能力の開発支援に努めます。
	商工観光課生涯学習課福祉課

健康課

民生課

	方向
	内容
	担当

	（５）女性に対する暴力やセクシャル・ハラスメントの発生防止と根絶に向けて、関係機関と連携しながら対策を強化し、女性の人権擁護に努めます。
	①　夫・パートナーからの暴力（ドメスティック・バイオレンス）、セクシュアル・ハラスメント等あらゆる暴力の根絶に向け、関係法令等の周知徹底と意識啓発を推進します。

②　女性に対する暴力を助長する恐れのある内容の広告物や図書等の排除など、有害環境の浄化活動を推進します。

③　暴力被害を防止するため、地域の防犯活動や危険箇所の点検等の活動を支援します。

④　道路・建物・公園等、都市基盤の整備にあたっては、犯罪の起きにくい構造・設　　備となるよう配慮します。

⑤　暴力に関する悩みを安心して相談できる窓口の設置や、広島県子ども家庭センター・広島県立婦人相談所等の周知に努めます。

⑥　DV防止対策関係機関連絡会議を設置し、県・関係団体と連携して、被害者に対する迅速な支援・救済に努めます。

⑦　障害者虐待防止ネットワーク会議の設置や、虐待防止に関する啓発活動を行います。
	生活環境課建設課

都市整備課

開発指導課

健康課

民生課

福祉課

生涯学習課


第４章　施策の展開　　
　１　男女共同参画意識の確立

　〈現状と課題　　アンケート調査より〉

「女性が職業を持つことについてどう思われますか」

　この問いについては、結婚・出産にかかわらず、また、出産を終えたのちは職業を持つ方が良い、という意見は合計で７６．６％にもなります。この数字は前回（６７．３％）よりも９．３％も増加しています。逆に、「結婚まで」とか「子どもが生まれるまで」と限定したり、「女性は職業を持たない方がよい」と、最初から女性の就職に否定的な意見は合計で１３．２％と、前回（１８％）よりも４．８％ですが減少しています。女性が職業をもつということは、ライフスタイルとして定着している、と言えそうです。　　
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（１）男性が家事などに参加することに対する抵抗

感を、男女ともになくすこと

（６）国や地方公共団体などの研修等により、男性の

家事や子育て、介護等の技能を高めること

（２）夫婦や家族間の役割分担等について、当事者の考

え方を尊重しながらコミュニケーションをはかること

（３）社会の中で、男性による家事、子育て、介護、地域

活動についても、その評価を高めること

（４）労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕

事以外の時間をより多く持てるようにすること

（５）男性が家事、子育て、介護、地域活動に関

心を高めるよう啓発や情報提供を行うこと

（７）男性が子育てや介護、地域活動を行うため

の、仲間（ネットワーク）作りをすすめること

（８）家庭や地域活動と仕事の両立などの問題につい

て、男性が相談しやすい窓口を設けること

（９）その他

（１０）空欄


　　〈施策の方向と内容〉

（１）広報・啓発活動の充実

男女共同参画意識の浸透を図るため、広報・啓発活動の充実を図ります。

　総務課・生涯学習課

①　男女共同参画に関する法律・制度等や男女共同参画社会の形成に向けた各団体・機関の取組等を、関係団体・機関と連携しながら町広報や講演会等の開催を通じわかりやすく周知するよう努めます。

②　特に、男女共同参画社会を形成することの男性にとっての意義と責任や、男性の地域・家庭における活動の促進を重視した広報・啓発を進めます。

③　男女共同参画を進めるための環境整備について、住民や企業等にとってわかりやすいガイドラインを作成することを検討します。

④　町刊行物の制作にあたっては、人権や男女共同参画の視点を踏まえた表記を徹底します。

⑤　男女共同参画に関するあらゆる情報や資料の収集に努めます。

（２）学校教育、生涯学習における教育や啓発活動

学校教育、生涯学習における男女共同参画の理念に基づいた教育や啓発活動を推進します。

福祉課・学校教育課・生涯学習課

＊乳幼児期からの学習の推進

①　保育所（園）幼稚園において、男女が特性を認め合い、人間として平等に接する男女平等教育と、そのための環境整備を進めます。

②　保護者に男女参画教育の促進と育児環境への配慮を働きかけます。

＊学校教育における意識醸成と環境整備

③　学校教育においては、様々な場で、男女の固定的な役割分担意識が形成されることのないよう指導を行います。

④  教職員が男女共同参画の理念を理解し、意識を高めることができるよう、研修等への参加を促進します。

⑤  ＰＴＡ活動における男女共同参画を推進します。

＊社会教育の推進

⑥　男女共同参画への理解を深める多様な学習機会を提供します。

⑦　特に、高齢者には固定的な役割分担意識が比較的強く残っている傾向があり、そのことが家事・育児・介護等に大きな影響を持つことから、各種広報媒体や高齢者の社会活動の機会等を捉え、男女共同参画意識を醸成する啓発活動に努めます。

⑧　国際社会の動向への理解を深めるための学習機会を充実します。

＊生涯学習の推進

⑨　多様な分野について、誰もがどこでも、また生涯のいつでも学ぶことができる環境づくりを進めます。

⑩　特に、妊娠・出産等を経た女性の再就職等を視野に入れ、女性をエンパワーメントする学習の機会や情報の提供の充実に努めます。

⑪　男女共同参画社会をコンセプトにした学習講座を開催します。

＊進路･就職指導の充実

⑫　小・中学校におけるキャリア教育の充実を図ります。

　２　家庭・地域における男女共同参画の推進

　〈現状と課題　　　アンケート調査より〉

「あなたの家庭では、家事をどのように分担していますか」

（１）　「炊事の分担」は、前回とほとんど変わらず、「ほとんど妻」「妻が主」を合わせると９０％になります。全体では「ほとんど妻」がやや減っていますが、男性と女性を比べると受け取り方に差が出ています。女性の方が「ほとんど妻」が多く、男性は少なくなっています。これは、多い少ないの差はありますが全ての項目に見られる傾向です。

（２）　「配膳や後片付け」の「ほとんど妻」では、男性と女性のとらえ方に３４．１％と６５．１％と、約２倍もの差が出ています。「妻が主」と合わせると差はかなり小さくなるのですが、炊事とは異なり、明確な分担がない分だけお互いの思いが行き違う項目と思われます。この項目も全体では前回とほとんど変わりません。

（３）　「洗濯」も、炊事とほぼ前回同様の８６％程度となっています。しかし、「ほとんど妻」という妻へのかたよりは前回よりもやや減っています。

（４）　「掃除」も、前回と同様の傾向ですが、「ほとんど妻」の割合は５ポイント近く下がっています。とはいえ、８３％台と妻へのかたよりの高い項目です。男女間の受け取り方の差も２５ポイントあります。

（５）　「主な家計収入」については、収入という一つの事実ですから男女差は全項目の中で最も小さくなっています。全体の数値も夫６６％、妻１６％と、前回とほぼ同じです。

（６）　「買物」では、全体において妻へのかたよりがやや減ったといえますが、これも、男女別で見ると、互いの受け取り方に違いが大きな項目となっています。

（７）　「子どもの教育・しつけ」では、今回は「ほとんど妻」「妻が主」が５７％とやや上昇しています。ただし「同じくらい」も少しずつ上がっており、無回答が減少した結果と思われます。男女別で見ると、ともに「妻」の割合が高いものの、「ほとんど妻」については男性１１．６％、女性２６．０％と、かなり認識の差があります。

（８）　「乳幼児の世話」も、前項の教育・しつけと同様、前回より妻へのかたよりがわずかですが上がって６３．７％です。「ほとんど妻」については男性２２．６％、女性３８．６％と、差があるものの、「妻が主」ではほぼ同数です。

（９）　「会合への出席」の数値は、前回よりも妻へのかたよりが５ポイント余り上昇しています。アンケート対象層は前回同様ですので、男性の側に何らかの出席を難しくする状況があるようです。また、この項目も男女の認識の差が非常に大きく、「ほとんど妻」とする男性が３１．２％であ　　　　　　　　　るのに対して女性は６１．８％となっています。

（１０）　病人や高齢者の世話についても、今回は妻へのかたよりがやや上昇し、４９．９％となって

います。

[image: image21.emf]女性が職業を持つことについてどう思われますか
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（１）女性は家事・育児に専念し、職業を持

たない方が良い

（２）結婚するまで職業を持つ方が良い

（３）子どもが出来るまで職業を持つ方が

良い

（４）出産・育児期間は、一時休職し、育児

を終えたら再び職業を持つ方が良い

（５）結婚・出産にかかわらず、職業を持ち

続ける方が良い

（６）その他

（７）空欄


　「あなたの地域では、どのようなことがありますか」

（１） 「地域会合への出席は男性が多い」について、「はい」と答える女性が１４．９％であるのに対して男性の方が３３．８％と多くなっているという現象が起きており、男女の受け止め方の差がこれまでの項目とは逆になっています。

（２） 「地域の役員はほとんどが男性である」これも、「はい」「いいえ」とも減少しています。役員の状況という事実を問う設問ですから、あまり男女差はないはずですが、それを見る目に男女で差が出ていることを７．４ポイントの差が示しています。これも前項と同様、女性の方が「はい」が少ないという、ある意味での逆転現象が起こっています。

（３） 「地域の中で女性が発言すると嫌われる」については、「はい」は女性がやや多めではありますが、男女とも１０％未満となっています。

（４） 「会合の席順は男性が上席」も、「はい」は３１％を占め、同じ事実を見ていても女性が男性を７．８ポイント上回り、「男性が上席」と感じています。この項目では、「どちらでもない」が７．２％増えていることに価値があります。

（５） 「会合のときは男女の役割が分けられている」ことへの問いは、「はい」が減り「いいえ」はほぼ同じです。男性の「いいえ」が３２．３％であるのに比べ女性は１９．９％というところに差がありますが、「どちらでもない」の増加を肯定的に取ることもできそうです。

（６） 「女児より男児の出生が喜ばれる」について、「いいえ」は３４％、しかし「はい」は、やや減少したとはいえ、まだ１４．８％あります。「はい」は女性が多く１６％ですが、男性も９％がそう感じているという現実は、他の項目にも増して重いものがあります。

（７） 「地域作業の参加は女性より男性の評価が高い」に「はい」と答える人は２５．９％ありますが、前回よりは２．８ポイント減っています。しかし、女性の２８．４％がこの数値を上げているのであり、男性は１５．１％しかないことを、女性も認識してよいのではないでしょうか。

（８） 「地域の福祉活動に男性参加が少ない」への「はい」は６．３ポイントも下がって３２．１％になりました。男女差は４．９％あって女性の目がきびしいものの、前回よりも進んだ内容です。
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家庭内や地域での活動や働き方について、まだまだ偏りがあること、また男女の間でお互いの受け止め方の違いが非常に大きいことが数値に表れる結果となっています。家庭でも、地域でも、思い込みから自由になり、「相手から見るとどうだろうか」という視点や想像力が大切です。男性の力も女性の力も着実に発揮されるようになり、より豊かな関係を創り出すことができるのが男女共同参画社会です。

「職場でどのようなことがありますか」

（１）　男性に比べ女性の採用が少ない。

　　　問９での設問に対する回答は、男女差があまりないのですが、この問いだけは、かなりの男女差があります。男性の３割が当てはまると思っているのに対して、女性でそう思う人は８％で、前回よりもさらに減っています。９割の女性は当てはまらないと思っているのですが、求職する当事者と周囲とでは受け止め方が違うと思われます。

（２）　同じ条件の男女に賃金や昇給の差がある

　　　前回に比べ、男性の「はい」は大幅に減少し、女性とほぼ同割合になりました。これは、受け止めの問題よりも事実そのものを問うのですから当然といえます。しかし、１６％程度の人が、差がある、としているのです。

（３）　男性に比べて女性の昇進が遅い、望めない。

　　　これも、前項目と同じく、前回に比べて男性の「はい」が大きく減少し、男女がほぼ同じ割合になりました。しかし、職場での問題である問９の中では突出しており、前項の賃金問題よりも高い、２０％となっています。男女とも、女性の昇進の現実について２割の人が望みの薄い状況であると答えているのは、大きな課題と言わなくてはなりません。

（４）　教育・訓練の内容や機会に差がある。

　　　これについては男女ともに前回よりも「はい」がやや減少し、男女差を否定する回答がともに９０％を超えています。このように、教育・訓練は同じように受けるにもかかわらず、賃金や昇進に差がある現実が浮かび上がってきます。

（５）　セクシャル・ハラスメントがある。

　　　女性の「はい」が減少しているのに対し、男性は増えています。男性の、この問題に対する認識や感度がアップしたためとも考えられます。「はい」とする割合は少ないとはいえ、実数では合計８９件あり、当事者にとっては非常に大きな問題です。

（６）　女性が結婚や出産を機に退職する慣習や女性が居づらい雰囲気がある。

　　　男女とも、「はい」はやや減少してきています。しかし、女性の１２％がそのような慣習や雰囲気を感じていること、割合では男女で３．４％の差があるのも事実です。

（７）　女性が長く就労することを歓迎しない雰囲気がある。

　　　この問いへの「はい」は、男性は減少しているのに女性は横ばいです。とはいえ、否定する回答は９５％になろうとしており、次第に改善されているようです。

（８）　女性がつけないポストや職種、女性だけの部署がある。

　　　男女ともわずかに減少し、かつ男女差はほとんどありません。しかし、職場での地位、実情にこのように固定的な感覚を持つ人が１割近く存在しています。

（９）　女性のみにコピーやお茶くみ、掃除などが期待される。

　　　職場の課題に関する問９では、ほとんどの項目で「はい」が減少していますが、この項目では男性の「はい」が増加しています。女性も０．１％と横ばいです。非常に分かりやすく取り組みやすい課題と思われますが、「いいえ」が伸びていないこと、「はい」が全体で１６．３％もあることは、問題と思われます。

（10）　短期契約など女性に不利な雇用形態がある。

　　　男女とも「はい」が９０％あまり、「いいえ」は８％台です。男女の差が前回よりも縮まったことは、男性のこのことに対する感覚が先鋭になったともとれます。

（11）　職場の雰囲気で育児休暇・介護休暇が取りにくい。

　　　男女とも「はい」は前回よりも減っているとはいえ、男性１６．６％、女性１４．２％がいまだ休暇を取りにくいとしています。育児・介護とも、今や女性だけでなく、男性にとっても避けられない課題となっていることを、社会全体で確認しなくてはなりません。

（12）　企画会議など意思決定の場に女性が参加できない傾向がある。

　　　この項目も、男女とも「はい」が前回よりも減り、９５％がこの傾向を否定しています。

（13）　女性は補助的な仕事しかさせてもらえない。

　　　前項と同じく９５％がそのような傾向を否定する結果となっています。特に女性が、当事者としての認識においても、前回の「はい」７．４％から今回は４．８％に減少し、男性よりも否定割合が大きい結果となりました。前項の結果とも合わせて、採用、賃金、昇進など職場での女性を取り巻く課題はまだ大きいものの、仕事の内容においては改善の兆しがありそうです。

（14）　特に男女差別はない。

　　　この問いに「あてはまる」すなわち差別は無い、とした回答は前回に比べて男性で６．７ポイント上がって４２．４％、女性でも５．９ポイント上がって３３．１％です。ともに上昇してはいますが、「差別はない」と言い切る人が、まだ３５％というのは重い事実です。また、このことに対して男女の感覚に９ポイント以上の差があることも、引き続いての課題といえます。

　このような状況をふまえ、今後も男女共同参画について、さまざまな施策を実施していく必要があります。
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〈施策の方向と内容〉

（１）家庭や地域活動における意識啓発

家庭や地域活動における男女共同責任と参画についての意識啓発に努めます。

　生涯学習課・商工観光課

①　仕事と家庭の両立に関する意識啓発や、男女の働き方の見直し、固定的な役割分担意識の見直しを進めるための意識啓発を進めます。

②　家庭内における男女の固定的な役割分担意識の解消に向けた啓発を行います。

③  男性の家事・育児・介護の技術の習得に向けた教室等の開催に努めます。

④  地域社会における各種ボランティア活動、消費者活動、環境保全活動、防災活動、まちづくり活動活動、自治会活動等において、男女がともに参加しやすい条件を整え、性別によって取り組みが片寄ることなく、あらゆる活動が「地域全体」で進められるよう働きかけます。
（２）リーダーや団体の支援、参加機会の充実

女性リーダーや女性団体の育成を支援し、女性の自主的活動の活発化や参加機会の充実を図ります

生涯学習課・商工観光課

①　男女共同参画社会の形成に向けて自主的・主体的な活動をする団体等に対する支援に努めます。

②　町民の国際交流活動や平和活動への支援に努めます。

③　社会福祉協議会のボランティアセンター等と連携し、個人情報保護に留意しながら女性の人材に関する情報の収集・提供に努めます。
３　女性の自立支援と人権擁護

　　　現状と課題
　〈アンケート調査より〉

「女性が仕事を持ったり、またもち続けていく上で大きな障害になっているのは。」
· 最も割合の多いのは「育児・家事」の約８０％（複数回答）ですが、今回は男女ともさらに増えています。改善への手立てが求められます。

· その厳しい現実からでしょうか、「家族の理解が得にくい」は減少傾向で、互いの協力で乗り切ろうとしているようです。

· 「各種休業制度など労働条件が整っていない」という回答は第２位です。これは制度上の問題ですので、ほとんど男女の差はありません。引き続き求めていくべき問題です。

· 賃金や職種面での障害については、女性が増加し男性が減少と、差が広がって来ています。

· 保育施設の問題は男女とも３番目に大きい障害ととらえています。

· 前回に比べて増加が目を引くのが、「介護」の項目です。女性で６ポイント、男性でも４ポイントで、高齢化の中で、男女どちらにとってもますます大きな課題になりそうです。
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　ドメスティック・バイオレンスについて

まず目立つのは無回答の減少です。前回よりも１１．３ポイント減っており、この問題について自己判断できる認識が深まっているといえます。

その上で、「見聞き無し」が９ポイント増え、「相談を受けた」が減っていること自体はよい傾向です。しかし、当事者が身近にいたり、自分自身が経験しているという回答が１４．６％あり、さらに前回よりやや増えていることに注目すべきです。引き続きこの問題への対策が必要です。
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女性委員の登用率が、一般的に男性よりも低い理由は。

上位３項目をあげると、「家事や育児のため」「行政の女性登用の意思が低い」「行政に関心のある女性が少ない」です。いずれも４０％、５０％以上の方々がこれを理由に挙げています。それぞれ、家庭をめぐる問題、行政の課題、女性自身をめぐる課題であり、問題が幅広く、努力を要することを示しています。特に、「行政に関心のある女性が少ない」とする回答が男性で４４．５％、女性でも４０．５％あるだけでなく「女性が行政に関わることに対する世間の抵抗が強い」「女性が向かないと一般的に思われている」がともに女性で３３％、男性で２５％となっています。複数回答ですので、理由として考えられる項目を全て挙げているわけですが、男女共同参画を目指すうえでは、大変大きな課題を提示しているといえます。


　男女がともに協力してよりよい社会を築くために必要なことは

男女とも第１位は「男女の役割について社会通念や慣習を改善する」で、ともに５０％を超えてなお前回よりも増えています。第２位は「男女平等についてお互いに理解し協力する」で、これも男性で

５０％、女性で４５％、ともに前回よりも増えています。３位も男女そろって「男女が共に自立する」で、男性で２６％、女性で３３％が回答しています。これら、自らの努力で変えていこうとする個目が上位であり、職場や国・自治体への期待はそれに次ぐ順位となっています。このような意思、姿勢を支持し、援助していく施策が必要です。


　育児や介護で離職した女性の再就職のために必要なことは

　今回のアンケートで新たに加えた設問です。女性の再就職のために最も重要なことは男女とも「保育・介護サービス等の充実」を挙げており、複数回答で女性は７２．４％、男性も６１．１％と、２位以下を大きく引き離す数値です。次いで、「就職活動の情報提供」「再就職活動を支援する講座」など、本人への直接の支援が期待されています。男女で大きな差が出ているのが「企業に対する意識啓発」で、男性は５０．４％と半数の人が必要としているのに対し、女性の場合は３７％にとどまっています。女性をめぐる設問ではありますが、これ以外の項目についてはほぼ男女が同じような結果となっており、課題を絞りこんでいけそうです。


　今後、男性が女性と共に家事、育児、介護、地域活動に積極的に参加するのに必要なことは

　これも、今回新たに設けた問いです。非常に興味深い結果となっています。男女ともに５０％を越えて１位なのは「夫婦や家族間の役割分担等について、当事者の考え方を尊重しながらコミュニケーションをはかる」です。しかし女性では、これとほとんど並ぶ数値で、「男性が家事などに参加することに対する抵抗感を男女ともになくす」を２位として挙げています。これに対し、男性は３５％とやや差がついて４位となっているのが対照的です。「労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにする」「社会の中で男性による家事、子育て、介護、地域活動についても、その評価を高める」の二つは、男女とも４０%台で、ほぼ並んでいます。上位４項目と５位以下にはかなりの差があり、今後力を注いでいくべき方向が明らかになったと言えます。


〈施策の方向と内容〉

（１）「男女雇用機会均等法」の浸透、啓発

「男女雇用機会均等法」の浸透や女性の職場環境の充実などの啓発に努めます。

商工観光課・総務課・生涯学習課・健康課

①　あらゆる機会を通じて、企業や各種機関・団体等に企画・立案や方針決定の場や指導的立場への女性の登用について協力を要請すると共に、社会的機運の醸成を図ります。

②　特に事業主を対象として、男女雇用機会均等法等の関係法令や制度の周知に努めます。

③　女性の積極的登用を図るため、幅広い職務経験機会の付与や教育訓練の実施など積極的改善措置（ポジティブ･アクション）に関する情報提供や啓発に努めます。

④　労働基準法や男女雇用機会均等法に基づく女性労働者の母性保護及び母性健康管理について、関係機関と連携しながら周知徹底に努めます。

⑤　出産・育児等の理由で退職した女性の再就職を支援するため、再就職セミナー等の周知をはじめとして、就業に関する相談・情報提供などの充実を図ります。

⑥　女性の再就職の機会確保のため、事業主に対する再雇用制度の普及・啓発を行うと共に、その活用を促進します。

⑦　パートタイム労働法や労働者派遣法の普及啓発に努めます。

⑧　企業に対して完全週休２日制の普及促進、フレックスタイム制の導入、子育て期間限定の労働時間短縮制など、弾力的な勤務形態の導入を働きかけます。

⑨　短時間勤務や隔日勤務など、働き方の選択肢を広げる「多様就業型ワークシェアリング」への取組を促進します。

⑩　女性の起業や経営活動への参画に向けた取組を支援します。

⑪　方針の立案及び決定過程へ女性の参画が進むよう啓発に努めます。

⑫　女性が家族従業者として果たしている役割が政党に評価されるよう啓発に努めます。

⑬　家族経営協定の普及に努めます。

⑭　仕事と子育ての両立支援に積極的な事務所（均等推進企業,ファミリーフレンドリー企業）について、イメージアップの支援を行うなどの奨励方法を検討します。

（２）行政の女性職員の人材配置や登用

行政の女性職員について、適正な人材配置や積極的な人材登用に努めます

総務課

①　町職員への男女のバランスのとれた採用に努めます。

②　女性の職域の拡大、能力開発、管理職への積極的な登用に努めます。

（３）政策・方針決定の場への女性の参画

審議会や協議会など、多様な分野における政策・方針決定の場への女性の参画を拡充・促進します

総務課

①　審議会等委員選出の対象となりやすい民間団体に、女性の役員職への登用を働きかけます。

②　幅広い専門分野や受益者・消費者等の立場からの委員登用を検討し、女性委員の割合を高めるよう努めます。

（４）子育て支援、介護についての啓発

地域における子育て支援体制の強化を図るとともに、介護保険の有効活用や介護の固定的な分担意識の払拭などの啓発を充実します。

商工観光課・生涯学習課・福祉課・健康課・民生課

①　育児休業制度・介護休業制度の周知を図ると共に、制度を利用しやすい環境づくりについて協力を求めていきます。

②　特別保育事業・一時保育事業・病後児保育事業・特定保育事業・障害児保育事業等の保育サービスを提供するほか、保育の質の向上、施設設備、幼児教育の充実に努めます。

③　子育て支援センターや、子育てに関する情報提供・相談体制の充実、子育て費用の軽減等の子育て支援事業の充実に努めます。

④　ひとり親家庭等への経済的支援を推進し、また地域の住民団体による支援を促進するなど、保護者が安心して就労できる環境づくりに努めます。

⑤　ひとり親家庭の保護者の職業能力の開発支援に努めます。

（５）女性の人権の擁護

女性に対する暴力やセクシャル・ハラスメントの発生防止と根絶に向けて、関係機関と連携しながら対策を強化し、女性の人権擁護に努めます。

生活環境課・建設課・都市整備課・開発指導課・健康課・民生課・福祉課・生涯学習課

①　夫・パートナーからの暴力（ドメスティック・バイオレンス）、セクシュアル・ハラスメント等あらゆる暴力の根絶に向け、関係法令等の周知徹底と意識啓発を推進します。

②　女性に対する暴力を助長する恐れのある内容の広告物や図書等の排除など、有害環境の浄化活動を推進します。

③　暴力被害を防止するため、地域の防犯活動や危険箇所の点検等の活動を支援します。

④　道路・建物・公園等、都市基盤の整備にあたっては、犯罪の起きにくい構造・設備となるよう配慮します。

⑤　暴力に関する悩みを安心して相談できる窓口の設置や、広島県子ども家庭センター・広島県立婦人相談所等の周知に努めます。

⑥　DV防止対策関係機関連絡会議を設置し、県・関係機関と連携して、被害者に対する迅速な支援・救済に努めます。

⑦  障害者虐待防止ネットワーク会議の設置や、虐待防止に関する啓発活動を行います。

第５章　プランの推進

　１　推進体制の整備　　　　

（1） 町職員の男女共同参画への意識の高揚

　　男女共同参画の視点に立った行政を推進するためには、町職員が男女共同参画の意識をしっかりと持つ必要があることから、職員への情報提供や研修機会を設定し、意識の高揚を図ります。

（2） 国・県・関係機関との連携

　　社会情勢を把握しつつ、国・県・関係機関との連携を図りながらプランを推進します。

（3） 町民との協働体制づくり

　　　町民が主体的に男女共同参画を推進していけるよう、地域の団体・グループ、企業等と暖簾系を密にし、プラン内容の周知、各種情報提供の充実やネットワークづくりの支援に努めます。また、自主的な活動を行っている各種団体等との連携を図ります。

２　相談等への対応

　　　性別による差別的取扱いや男女共同参画を阻害する問題についての相談や、町が実施する施策についての意見については、関係機関と連携して適切に対応します。

３　プラン進捗状況の点検・評価　　　

　施策の実施にあたっては、関係各課が連携して、各施策への取組状況について定期的に点検・評価しながら効果的に推進します。また、その実施状況を公表し、町民の意見を取り入れるよう努めます。

資　料　　　　　　　　
· 熊野町男女共同参画プラン改訂委員会名簿

	番号
	名前

	１
	佛円　大源

	２
	沖田　ゆかり

	３
	荒谷　茂樹

	４
	高橋　真希

	５
	世木田　優

	６
	山野　千佳子

	７
	伊藤　眞由美

	８
	原田　さゆり

	９
	岡本　順子

	１０
	木本　英樹

	１１
	荒谷　精二

	１２
	高越　澄江


■　改訂経過

　　第１回改訂委員会　平成２４年６月１４日　熊野町役場２０１会議室

· 熊野町男女共同参画プラン改訂委員会の設立について

· 現行男女共同参画プランの概要について

· 改訂作業日程について

· 各課実施状況報告について

· アンケートの実施について　

　　第２回改訂委員会　平成２４年１１月１日　熊野町役場２０１会議室

· アンケートの内容報告について

· 各課進捗状況最終報告について

· 次期プランの内容について

　　第３回改訂委員会　平成２５年３月１８日　熊野町役場２０１会議室

· プラン改訂について

· 各課の具体的施策について

· プラン概要版について

· 参画基本法

　　男女共同参画基本法についてはここをクリックしてください
■　参画関係の動き、用語集
　　国における男女共同参画に関する動きについてはここをクリックしてください
　　広島県の男女共同参画に関する取組についてはここをクリックしてください
　　男女共同参画に関する用語についてはここをクリックしてください
資料：国勢調査








資料：国勢調査


　　　平成２２年実施








資料：国勢調査


　　　平成２２年実施
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